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南部町告示第80号

平成28年第６回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成28年８月22日

南部町長 坂 本 昭 文

記

１．期 日 平成28年９月８日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

白 川 立 真君 三 鴨 義 文君

板 井 隆君 植 田 均君

景 山 浩君 杉 谷 早 苗君

青 砥 日出夫君 細 田 元 教君

井 田 章 雄君 亀 尾 共 三君

真 壁 容 子君 秦 伊知郎君

○応招しなかった議員

米 澤 睦 雄君 石 上 良 夫君
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平成28年 第６回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成28年９月８日（木曜日）

議事日程（第１号）

平成28年９月８日 午後１時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第５号 平成27年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第７ 報告第６号 平成27年度決算に基づく資金不足比率について

日程第８ 報告第７号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第65号 平成27年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第66号 平成27年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第67号 平成27年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第68号 平成27年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第69号 平成27年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第70号 平成27年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第71号 平成27年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第72号 平成27年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第73号 平成27年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第74号 平成27年度鳥取県西部町村情報公開⋞個人情報保護審査会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第19 議案第75号 平成27年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第76号 平成27年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

－２－



日程第21 議案第77号 平成27年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第78号 南部町税条例等の一部改正について

日程第23 議案第79号 南部町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第24 議案第80号 平成28年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第25 議案第81号 平成28年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第26 議案第82号 平成28年度南部町住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）

日程第27 議案第83号 平成28年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

日程第28 議案第84号 平成28年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第５号 平成27年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第７ 報告第６号 平成27年度決算に基づく資金不足比率について

日程第８ 報告第７号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第65号 平成27年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第66号 平成27年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第67号 平成27年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第68号 平成27年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第69号 平成27年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第70号 平成27年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第71号 平成27年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第72号 平成27年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第73号 平成27年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について
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日程第18 議案第74号 平成27年度鳥取県西部町村情報公開⋞個人情報保護審査会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第19 議案第75号 平成27年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第76号 平成27年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第77号 平成27年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第78号 南部町税条例等の一部改正について

日程第23 議案第79号 南部町国民健康保険税条例の一部改正について

日程第24 議案第80号 平成28年度南部町一般会計補正予算（第２号）

日程第25 議案第81号 平成28年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

日程第26 議案第82号 平成28年度南部町住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）

日程第27 議案第83号 平成28年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

日程第28 議案第84号 平成28年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

出席議員（12名）

１番 白 川 立 真君 ２番 三 鴨 義 文君

４番 板 井 隆君 ５番 植 田 均君

６番 景 山 浩君 ７番 杉 谷 早 苗君

８番 青 砥 日出夫君 ９番 細 田 元 教君

11番 井 田 章 雄君 12番 亀 尾 共 三君

13番 真 壁 容 子君 14番 秦 伊知郎君

欠席議員（２名）

３番 米 澤 睦 雄君 10番 石 上 良 夫君

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 岩 田 典 弘君 書記 田 村 誠君

書記 杉 谷 元 宏君

書記 小 林 公 葉君
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説明のため出席した者の職氏名

町長 坂 本 昭 文君 副町長 松 田 繁君

教育長 永 江 多輝夫君 総務課長 唯 清 視君

行財政改革推進室長 三 輪 祐 子君 企画政策課長 大 塚 壮君

税務課長 伊 藤 真君 町民生活課長 山 根 修 子君

教育次長 板 持 照 明君 総務⋞学校教育課長 見 世 直 樹君

病院事務部長 中 前 三紀夫君 健康福祉課長 山 口 俊 司君

福祉事務所長 岡 田 光 政君 建設課長 芝 田 卓 巳君

上下水道課長 仲 田 磨理子君 産業課長 頼 田 泰 史君

監査委員 仲 田 和 男君

議長挨拶

○議長（秦 伊知郎君） 平成２８年９月定例会の開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

朝晩秋の気配が感じられるようになりましたが、まだまだ残暑厳しい毎日が続いております。

議員の皆様におかれましては、精力的に日常の活動をなされておられますことに対し、心より敬

意を申し上げます。

さて、８月に開催されたリオでのオリンピックでは、多くの選手の活躍が世界中に感動を与え

ました。日本選手の活躍も見事なものであり、４年後の東京でのオリンピックに夢が広がりまし

た。

また、政局においては、第３次安倍改造内閣が発足し、この内閣は「未来チャレンジ内閣」と

名づけられております。働き方改革を重点課題としておりますが、地方にあっても経済の成長が

実感できるように強く望むものであります。

９月定例会では、平成２７年度決算の認定、２８年度の補正予算、条例の一部改正等、付議案

件について御審議いただく予定であります。また、我々議員にとりましても任期最後の区切りに

なる議会でもあります。

後ほど町長から議案の内容についての説明がございますが、提出されます諸議案に対しまして、

町民の要望に応えるべき慎重審議をいただき、適正かつ妥当な議決に達しますことをお願い申し

上げ、御挨拶といたします。

町長挨拶

－５－



○町長（坂本 昭文君） ９月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

議員各位におかれましては、日ごろは議員活動を通じまして町政の推進に御尽瘁をいただいて

おりまして、この場をかりて厚くお礼を申し上げる次第です。

ことしは暑い夏でございましたけれども、それ以上にリオのほうではオリンピックが開催にな

りまして、日本選手の大活躍で大変熱い夏を過ごしたわけであります。

その後、台風などの影響で東北や北海道で非常に大きな被害が発生をいたしておりまして、心

からお見舞いを申し上げる次第でございます。

議員各位の御尽瘁をいただきまして、おかげさまで６月定例会以降、町内では大きな事件や事

故はないと、順調に町政は推移をしておるということをまずもって御報告を申し上げる次第であ

ります。

この間、８月１２日でございますけれども、法勝寺７３２番地付近で空き地の枯れ草が約６０

０平方ほどの火災が発生をいたしまして、消防団の出動をし、無事鎮火をしているところでござ

います。

また、この間、２１名の新生児が出生し、お亡くなりになった方が３９名ございます。自然増

減では１８人の減でございますけれども、全体の人口では前回より１４人ふえまして、１万１，

２１４人ということになっております。人口施策が奏功したのではないかと喜んでおるところで

ございます。

高齢者の状況でございますけれども、高齢化率は３４．１３％ということでございまして、少

しずつ高齢化がやはり進んでおるという状況でございます。

本議会におきましては、平成２７年度の一般会計など決算認定、また２８年度の一般会計の補

正予算、さらには条例改正など、合計２０議案を上程し、御審議をいただく予定にいたしており

ます。いずれの議案も町政の推進には必要不可欠、重要なものばかりでございます。慎重御審議

をいただきまして全議案とも御賛同いただき、御承認をいただきたいということで、よろしくお

願いを申し上げまして、開会の御挨拶にかえる次第です。

午後１時００分開会

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１１人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、平成２８年第６回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

⋞ ⋞
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日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

６番、景山浩君、７番、杉谷早苗君。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りします。今期定例会の会期は、２０日間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、２０日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

⋞ ⋞

日程第４ 行政報告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、行政報告を行います。

町長より報告を受けますが、この行政報告の内容につきましては、地方自治法第２４２条の２

に規定されています住民訴訟について述べられます。

真壁容子君、亀尾共三君、植田均君は、本請求者であります。同法第１１７条の規定に該当す

ることになります。したがいまして、同法第１１７条の規定により、真壁容子君、亀尾共三君、

植田均君の退場を求めます。

暫時休憩いたします。

午後１時０７分休憩

午後１時０７分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

町長より報告を受けます。

町長、坂本昭文君。
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○町長（坂本 昭文君） 行政報告を申し上げます。

最初に、住民訴訟についてでございます。平成２６年６月２７日に住民監査請求されたゆうら

くの建物などの無償譲渡及び平成２６年７月２５日に住民監査請求された２筆誤りに関する住民

訴訟についてであります。

無償譲渡に関する判決言い渡しが６月１３日にありました。判決内容につきましては、控訴を

棄却、控訴費用は控訴人の負担とするものであります。本件につきましては、平成２８年６月２

８日において確定した旨の通知を７月４日付で受けております。したがいまして、町民の皆様に

大変御心配をおかけしましたゆうらくの建物などの無償譲渡及び２筆誤りの住民訴訟、２件とも

原告における控訴を棄却、控訴費用は控訴人の負担とすることで確定したことを御報告いたしま

す。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、ここで休憩を。

ここで暫時休憩をとります。

午後１時０９分休憩

午後１時１０分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

町長、続いて報告よろしくお願いいたします。

○町長（坂本 昭文君） 続きまして、統合医療推進議員連盟の視察について御報告を申し上げま

す。

一昨日９月６日、統合医療の地域モデルづくりの先進事例の視察として、国会議員、学識者な

どが南部町にいらっしゃいました。国会議員におかれましては、保岡興治衆議院議員ほかの７名

が、学識者として新谷歩大阪大学教授などの３名が、ほかに事務局員などとして６名が来町され

ました。

まず、西町の郷をごらんになり、次にゆうらくにおいて地域振興協議会の成り立ちや実際、あ

いのわ銀行、まちの保健室などについて調査をされ、その後、町長との懇談の後、ゆうらくの施

設をごらんになり、それから西伯病院の思い出街道などを視察されております。南部町において

進めております政策が国会議員の方に認められ、この政策を国として検討いただけるということ

は非常に名誉なことだと考えております。

次に、ＣＣＲＣについてでございます。

９月２日、知事公邸にて南部町版ＣＣＲＣ構想を進めるに当たり、公益財団法人青年海外協力
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協会、株式会社コミュニティネット、そして県、町の４者で基本協定を結びました。青年海外協

力協会は、青年海外協力隊の経験者を町内に派遣するなどして支援を行い、コンサルタント業を

手がけるコミュニティネットが実務や計画づくりを担います。ＣＣＲＣ構想を進め、全国から人

材を誘致することで地域の抱える課題解決を図ることにより、移住者だけでなく地域の方が住み

よいまちづくりにつなげていきたいと思います。

以上、行政報告といたします。

⋞ ⋞

日程第５ 諸般の報告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第５、諸般の報告を行います。

初めに、議長より報告をいたします。

まず、鳥取県町村議会議長会定期総会でありますが、７月４日に開催されました。

総会議長に三朝町の福田議長が選出され、会務報告、平成２７年度歳入歳出決算が議事として

提案され、議決されました。

歳入歳出の決算額は、歳入合計２，０５２万４，４８７円、歳出合計１，９５１万９，５０５

円、翌年度会計へ１００万４，９８２円の繰り越しでありました。

諸報告として今後の事業の日程が示されておりますが、全国議長会としては第６０回町村議会

全国大会、これは１１月の９日に開催されます。第２６回監査委員全国研修会、これは１１月１

日から２日まで、２日間の予定で開催されます。鳥取県町村議長会等主催関係といたしましては、

鳥取県町村議員研修会が１１月の２５日に予定されています。これらが主なものでありました。

次に、全国森林環境税創設促進議員連盟定期総会の報告でありますが、第２３回の定期総会は

７月２１日、岐阜県高山市で開催されました。

この連盟の目的は、森林の持つ公益的機能と役割を広く国民に訴え、緑の国土を根本で支えて

いる山村地域の過疎化に歯どめをかけ、活性化を図るため、地方の財源を確保すべく全国森林環

境税の導入を実現することにあります。

２７年度の事業経過報告、決算報告、２８年度の事業計画、予算等、提案された議案は全て議

決されました。

また、記念講演として、ＮＰＯ法人活エネルギーアカデミー理事長、山崎昌彦氏から、「森の

恵 すべてがつながるエネルギー」との演題での講演がありました。

最後に、次期開催地、高知県大豊町からの挨拶があり、閉会いたしました。

次に、鳥取県西部広域行政管理組合臨時議会でありますが、８月３日に開催されています。７
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議案が上程されました。

主な議案は、消防体制の強化⋞充実を図るため、老朽化した米子消防署及び米子消防署伯耆出

張所の消防ポンプ自動車の購入、境港消防署弓浜出張所消防ポンプ自動車の購入、広域消防の発

足以来４０年を経過した老朽化の著しい皆生出張所の移転新築のための工事請負契約の締結、２

８年度一般会計補正予算、監査委員の選任についてでありました。

全ての議案は全員一致で可決されています。

入札結果等につきましては、事務局に資料として閲覧に付していますので、ごらんになってい

ただきますように、よろしくお願いいたします。

次に、西部町村議会議長会行政調査でありますが、８月１８日から２０日までの日程で福島県

を訪問いたしました。

１８日は、福島第一原発２０キロ圏内ツアーに参加し、震災後から現在までの原発及び津波に

ついての状況の説明を受けました。浪江町、双葉町、大熊町、富岡町には帰還困難地域が広がっ

ており、原発事故から５年が過ぎても風景は当時と変わることなく、時間がとまっているかのよ

うに見えました。地震による被害、特に原子力発電所の事故の恐ろしさを感じたツアーでありま

した。

１９日は、会津若松市議会を訪問し、「議会基本条例及び政策形成サイクルの成果と課題」と

のテーマでの調査を行いました。議会基本条例は平成２０年６月に制定され、２２条の内容によ

って構成されています。この条例の特色は、議決責任と議員間討議にあると言われています。南

部町の議会基本条例にも第９条で議員間の討論による合意形成との条項がありますが、それとは

視点が変わった考え方だと感じました。

原発関係の資料、会津若松市議会での資料、事務局に閲覧に付していますので、ぜひごらんに

なっていただきたいと思います。

最後になりますが、自治功労者表彰式及び西部町村議会議員研修会、これは８月３１日、日野

町文化センターにおいて西部町村議長会による自治功労者表彰式、議員研修会が開催されました。

自治功労者表彰式においては、議員として１８年以上在職し、功労のあった議員２名、１１年

以上在職し、功労のあった議員５名が表彰されました。この１１年以上在職し、功労のあった議

員の中に、当議会議員の植田均君が表彰されたことを報告しておきます。

研修会では、県農林水産部長の岸田悟氏から「ＴＰＰ発効を見据えた県内農林水産業の活力増

進」との演題での講演がございました。

内容は、ＴＰＰの影響試算の概要や県内農林水産品への影響が示され、それぞれに対しての対
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策が説明されました。ＴＰＰの影響を考慮し、産業基盤への支援施策の強化が重要になると感じ

た講演でございました。

以上、議長からの報告を終わります。

続いて、議員からの報告を受けます。

南部箕蚊屋広域連合臨時議会及び定例議会について、細田元教君からの説明を受けます。

細田元教君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（細田 元教君） 南部箕蚊屋広域連合議会６月臨時議会、８月定

例会の報告をいたします。

去る６月２２日、臨時議会が開催されました。臨時議会では任期満了に伴う監査委員の選任が

提案され、南部町の仲田和男氏が選任されました。

定例会は８月２５日に開催され、平成２７年度一般会計決算、介護保険事業特別会計決算並び

に平成２８年度一般会計補正予算、介護保険事業特別会計補正予算が提案されました。

平成２７年度一般会計決算は、歳入総額４億９，５４７万７，０００円、歳出総額４億９，３

０５万３，０００円で、歳入歳出差し引き額は２４２万４，０００円でした。前年度と比較して

歳入は１，０９６万２，０００円、２．２％の減、歳出は９５０万６，０００円、１．９％の減

でした。

平成２７年度は、介護保険制度改正及び社会保障⋞税番号制度の施行に伴う介護保険システム

の改修のほか、新たに公費による低所得者の介護保険料軽減が実施されましたが、歳入歳出とも

前年度精算に伴う町村負担金の返還に伴う費用と、町村派遣職員の給与等負担金が減ったことに

より、全体で前年度と比べて減となりました。

介護保険事業特別会計決算は、歳入総額２７億８，７８９万４，０００円、歳出総額２７億８，

３０１万２，０００円で、歳入歳出差し引き額は４８８万２，０００円でした。前年度と比較し、

歳入は１９７万２，０００円、０．１％の増、歳出は３８０万９，０００円、０．１％の増でし

た。

保険給付費は２７億２，９９９万８，０００円と、前年度と比較して３，３５５万１，０００

円、１．２％の増となりましたが、計画値に対しては９９．９％の執行となりました。

平成２８年度補正予算は、一般会計では歳入歳出それぞれ６８４万３，０００円の増額し、歳

入歳出総額５億２５２万となりました。介護保険事業特別会計では、歳入歳出それぞれ２，６５

２万７，０００円増額し、歳入歳出総額は２８億９，６５２万７，０００円となりました。一般

会計、特別会計とも２７年度決算に基づく補正が主なものでした。
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決算については総務民生常任委員会に付託され、審査された結果、本会議で認定され、補正予

算も可決されました。

以上で南部箕蚊屋広域連合議会報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） どうもありがとうございます。

続いて、南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合定例議会の報告を受けます。植田均君からの報告を

受けます。

５番、植田均君。

○南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会議員（植田 均君） 議長、ちょっとよろしいでしょう

か。

○議長（秦 伊知郎君） 休憩します。

午後１時２５分休憩

午後１時２６分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開します。

○南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会議員（植田 均君） ５番、植田均でございます。去る

８月２２日、南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会定例会が開催されました。

定例会に提出された議案は３議案で、専決処分について及び平成２７年度歳入歳出決算認定及

び平成２８年度補正予算（第１号）であります。

専決処分につきましては、平成２７年度歳入歳出補正予算（第３号）であり、鳥取県４Ｒ推進

交付金の歳入及びそれに伴う事業費に充てた歳出の財源の組み替えと予備費の補正であり、全会

一致で承認されました。

平成２７年度決算認定につきましては、歳入総額１億２，９２６万９，８２１円、歳出総額９，

３９２万２，７３９円で、歳入歳出差し引き３，５３４万７，０８２円、実質収支も同額の３，

５３４万７，０８２円であります。

歳入における分担金は、南部町５，２１８万６，２５０円、伯耆町３，０４２万６，７５０円

で、合計８，２６１万３，０００円でございました。２６年度と比較しまして２，９０８万６，

０００円の減額で、平成２９年度から２カ年にわたって行う基幹的設備改良工事に伴う修繕料の

減額によるものでありました。

ごみの搬入量は、個人の直接搬入量が１７トン増加したものの、収集量は２１．８トン減少し、

事業所からの直接搬入量も４０．２トン減少したため、全体で４５．５トン減少し、年間で３，
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６６５．６トンを処理している現状であります。

近年、個人の直接搬入量が増加傾向にあるため、各集落のごみステーションでの集積を周知す

ること、今後もさらなるごみの減量化に向けた対策の取り組みを両町、２カ町で連携をとりなが

ら進めていくことが求められます。この平成２７年度歳入歳出決算認定につきましては、賛成多

数で原案のとおり認定されました。

平成２８年度補正予算につきましては、歳入では前年度繰越金を増額し、歳出においては償還

金利子及び割引料として、前年度繰越金を平成２８年度の負担率に応じて案分した金額を２町に

それぞれ返還するものでございました。ほかに報償費、燃料費、使用料及び賃借料の補正であり

ます。補正額は歳入歳出それぞれ３，５３４万６，０００円を増額し、歳入歳出の予算総額を１

億７，７３４万６，０００円とするものでありました。この平成２８年度補正予算につきまして

は、全会一致で可決されました。

議案書は議会事務局に閲覧に供してありますので、閲覧をよろしくお願いいたします。以上で

報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、同じく南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合行政調査についての報

告を受けます。

植田均君。

○南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合議会議員（植田 均君） ５番、植田均でございます。去る

６月２３、２４の２日間、南部町⋞伯耆町清掃施設管理組合の行政視察研修が行われました。

視察地の１カ所目は、鳥取県西部広域行政管理組合エコスラグセンターの灰溶融処理停止に伴

う新たな焼却残渣処理先である三重県伊賀市にある三重中央開発株式会社三重リサイクルセンタ

ーを視察いたしました。最先端の設備と言われる設備だそうでございます。その設備を、国内最

大の規模で複合型リサイクル施設ということでございました。広大な敷地の中に焼却施設を初め、

焙焼施設、乾燥施設など、さまざまな施設がありました。その中の一つである焙焼炉において２

カ町の焼却残渣を１，１００度の高温で焼成することによって焼却残渣に含まれる有害物質を無

害化し、土木資材などにリサイクルされているという説明を受けました。敷地内には管理型最終

処分場もあり、通常の受け入れのほかに熊本地震の災害廃棄物２万トンの処理もしているという

ことでございました。

２カ所目は、クリーンセンター基幹的設備改良工事を行うに当たり、この２カ町の焼却施設と

同規模の施設を運営されておられます岡山県瀬戸内市の瀬戸内市クリーンセンターかもめに視察

に伺いました。基幹的設備改良工事についての注意点や改良後の運転方法など、幾つか質問をさ
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せていただきました。これから迎える基幹的設備改良工事の参考にするため施設内の見学や説明

をしていただきました。

質疑応答においては、長時間運転を行うに当たり、ごみ量の３割削減を目標にプラスチックや

古紙などの分別回収に取り組んでおられることや、午後からの運転管理を民間業者に委託されて

いること、収集契約は各町単位でしていることなど、これからの課題に参考になる内容であった

と言えると思います。以上で視察研修の報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

次に、西部町村議会正副議長⋞局長研修会の報告を、副議長の杉谷早苗君から報告を受けます。

杉谷早苗君。

○副議長（杉谷 早苗君） 杉谷でございます。去る７月２６日に、伯耆町において西部町村議会

正副議長⋞局長研修会が開催されました。

本研修会におきましては、各町村議会事務局から提出を受けた実際上起こった議会運営上の諸

問題、想定される諸問題などについてを研修問題として、その研修問題についての考え方、実際

の運営及び運営に関する注意点などについて、各町村議会からの意見を闘わせ、最後に鳥取県町

村議会議長会事務局からの考え方、助言を得ることとして実施しました。

この会における研修問題における考え方などを基礎とし、さらに発展させ、より効率的かつ民

主的な議会運営を図ることと考えております。以上で報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

次に、平成２８年度市町村議会議員研修トップマネジメントセミナーについて、景山浩君から

の報告を受けます。

景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） ６番、景山でございます。議員研修の参加報告をいたします。

去る７月７日から８日の２日間、大津市の全国市町村国際文化研修所で実施されましたトップ

マネジメントセミナー「企業の地方拠点強化に向けた環境整備」を受講いたしました。

昨今、地方の人口減少や産業活力の衰退から地方創生が叫ばれ、地方産業の活性化、企業の地

方移転による地域活力の維持⋞向上の必要性が大きく議論されております。本研修では、４人の

講師による講義があり、それぞれ地方における企業活動活性化の事例とその支援方策についてお

話がありました。

まず初めに、元東京大学総長で三菱総研理事長の小宮山宏氏より「プラチナ社会における産業

振興～新規ビジネスモデルの創造～」と題して講義がございました。人類史上、１００年ほど前
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までは、世界は食糧生産に見合った人口しか維持できず、ほとんどの人が２０歳代で餓死してい

た社会だった。その基準で考えれば、江戸時代の日本は既に世界の先進国の一つであり、明治維

新後、工業化や公害、エネルギー危機や物余りの需要不足を経て現在に至っている。これから日

本が目指すべき方向性は、美しい生態系を生かしたエコロジー、循環型社会を実現し、資源の心

配がなくなる、生涯成長でき、健康で安全な加齢ができる、文化やスポーツなどの多様で自由な

選択が可能、リノベーションによる新産業で雇用がある、そのようなプラチナ社会を目指してい

かなければならない。そして、そのような要素の周辺、例えば森林などの地方での新しいビジネ

スやビジネスモデルの芽があるとの講演でございました。

次に、経団連常務理事の根本勝則氏により、経団連の概要や地域活性化に向けた経団連の取り

組み、特に企業の地方拠点強化への働きかけ事例のお話がありました。未来都市モデルプロジェ

クトなど、地域活性化に有効な取り組み事例が出てきましたが、残念ながら地方とはいえ、都市

部での大規模プロジェクトといった内容で、余り私たちの町には参考にならないのではないかと

感じました。

３番目には、愛媛県松山市でソフトウエア開発会社のサイボウズを起業された青野慶久氏の

「地方だから出来るベンチャー起業」と題した講演でございました。地方ではお金がなくても起

業しやすいこと、また起業促進には自治体などによる刺激を与える場づくりとその運営が重要で

あること、若者は階層があるような階層型組織に魅力を感じないので、フラットな組織が構築で

きるクラウドで地域的なハンデを克服することができる等々の、みずからの体験を交えたお話が

ありました。

最後に、東京大学ものづくり経営研究センター長の藤本隆宏氏より「現場発 ものづくり地域

戦略」と題した講演がございました。戦後の製造業の戦略変遷や近未来像など、かなり高度なお

話でしたが、その中でトヨタ自動車がジャスト⋞イン⋞タイムやかんばん、ＱＣや改善活動、顧

客満足と競争力の心構えなど、製造業のお手本になる活動を続けて他社が見習い、生産性を上げ

続けてきたために、ちなみに自動車産業では中国の賃金は日本の５分の１ですが、生産性は中国

の５倍の生産性になっているといったような、日本の製造業は欧米や中国などとの競争力を維持

し続けられているのだというお話は印象に残りました。

また、先生みずからも学生を連れて地方にフィールドワークに出かけられるが、それ自体の効

果は一時的なものであり、地域側にはほとんど効果がないこと、若者や有用な人が求める地域と

は、魅力とは何かを地域みずからが見きわめ、自分の町の魅力をつくり出し、伸ばしていくこと

をどのようにするかという問題について検証をしてほしい。若者が町のために何かをしてくれる
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のではなく、真剣に地域づくりに取り組んでいる町に若者が魅力を感じてまちづくりに参加した

いと考えるのであって、適当な取り組みしかしていない町には行きたいとは思わないし、行って

も余り働こうとはしないというお話が非常に印象的でした。

いずれの講師の話も、最終的には地域みずからの自助の取り組みが企業活動や地域づくりの活

性化には不可欠であるとの趣旨で締めくくられた講義でございました。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ありがとうございます。

以上で諸般の報告を終わります。

⋞ ⋞

日程第６ 報告第５号 及び 日程第７ 報告第６号

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第６、報告第５号、平成２７年度決算

に基づく健全化判断比率について及び日程第７、報告第６号、平成２７年度決算に基づく資金不

足比率についてを一括して報告を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。

町長よりの報告を受けます。

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。報告第５号、平成２７年度決算に基づく健全化判断

比率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成２７年度決算に基

づく健全化判断比率を次のとおり報告する。

お手元の報告書の次ページをお開きください。平成２７年度決算について算定したところ、い

ずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、これについては南部町に赤字がある場合の割合を示す指標

でございますが、赤字はございませんので両指標についてもございません。

次に、実質公債費比率、将来負担比率についてでございますが、これは南部町の借金の現在状

況や今後どのようになるかを示す指標です。平成２７年度は実質公債費比率１０．１％、将来負

担比率２４．７％と、いずれも早期健全化基準の２５％、３５０％を下回っており、問題ありま

せんでした。

続きまして、平成２７年度決算に基づく資金不足比率について説明いたします。

報告第６号、平成２７年度決算に基づく資金不足比率について。
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２７年度決算に

基づく資金不足比率を次のとおり報告する。

１枚おはぐりください。平成２７年度決算に基づく資金不足比率報告書です。決算書に基づき、

資金不足比率を算定した結果、各特別会計とも資金不足額はなく、したがって資金不足率もなく、

経営健全化基準の２０％を下回っており、問題はありませんでした。以上で報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第５号、平成２７年度決算に基づく健全化判断比率について

及び報告第６号、平成２７年度決算に基づく資金不足比率についてを終わります。

⋞ ⋞

日程第８ 報告第７号

○議長（秦 伊知郎君） 次に、日程第８、報告第７号、法人の経営状況についての報告を求めま

す。

西伯郡南部町土地開発公社、株式会社緑水園、一般財団法人南部町農村振興公社、南部⋞伯耆

地域振興株式会社について、町長からの報告を求めます。

企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長でございます。報告第７号、法人の経営状況につ

いて。

地方自治法第２４３条３第２項の規定により、次の法人の経営状況を説明する資料を別添のと

おり議会に提出いたします。

私のほうからは、平成２７年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況を御報告いたします。こ

ちらのほうは理事会にて御承認をいただいているものでございます。

決算関係資料の１ページをお開きいただきたいと思います。特記事項を要約し、説明をいたし

ます。

平成１９年度から２５年度までミトロキリサイクルセンターにおきまして残土の受け入れを行

いました。累計４７万１，７２９立米を受け入れております。

平成２７年度につきましては、のり面保護工並びに林地開発協議に伴う雨水流量の再計算や図

面等の作成委託を行い、完了届を提出しております。

それでは、７ページ、決算報告書をごらんください。収入額１万８，７８９円に対しまして、

支出額は４３１万８，３８８円となっており、４２９万９，５９９円の支出超過となっておりま

す。

続いて、１２ページをごらんください。ここには剰余金計算書をつけております。平成２６年
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度末の繰越利益準備金が１，２２９万３，１５６円でございます。先ほどの支出超過分を引きま

すと、平成２７年度末繰越利益準備金は７９９万３，５５７円となります。

なお、ここには記載ございませんけれども、定款上、監査の時期が２カ月以内となっておりま

すが、時期がずれましたことをこの場をかりておわび申し上げたいと思います。申しわけござい

ませんでした。今後につきましては、定款を遵守することはもちろん、公有地の拡大の推進に関

する法律を遵守いたしまして、引き続き経費節減に努め、健全な財務運営を心がけたいと思いま

す。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 次に、株式会社緑水園の報告を求めます。

産業課長、頼田泰史君。

○産業課長（頼田 泰史君） 株式会社緑水園の経営状況の報告をいたします。

決算書の３ページをごらんください。平成２７年度の売上高は１億９８９万２，３３１円で、

前年比約４００万円の減少でしたが、仕入れ高と販売費、一般管理費の合計で１億２，２７２万

８，１７８円で、前年比約１，２００万削減することができましたので、年間を通して約８００

万円の経費の節減となりました。株式会社に移行後、初めて３４６万６，９４２円の黒字決算に

なりました。経費が削減できたのは、職員の原価意識を高めるための話し合いや、研修の効果が

あらわれたものと感じております。

しかし、営業面では利用人数の減少に歯どめがかかっておらず、利用人数は決算報告書のほう

に記載しておりますけども、緑水園で３万２，０４１人、前年比４，９１５人の減、林業者等休

養福祉施設を含めて３万５，６２３人、４，１９６人の減という結果でした。売り上げの減少が

続いていることを含めて、大きな課題になっていると思います。特に法要後の会食では件数はふ

えているものの、１件当たりが少人数化してきておりまして、売り上げが伸びない要因となって

おります。

一方で、イノシシ肉を使用したお土産や食堂のイノシシメニューをふやして、多くのお客様に

召し上がっていただいております。緑水園に行けばイノシシ料理を食べることができるといった

イメージが定着しつつあるものだと感じております。

来期につきましては、年間を通して安定した売り上げの確保や利用者の増加を図るとともに、

引き続き経営のスリム化による健全経営を目指していきたいと思います。また、緑水園の利用促

進のための検討会を立ち上げる調整を行っております。

続きまして、一般財団法人南部町農村振興公社の経営状況の報告をいたします。南部町農村振

興公社の主な事業といたしましては、水稲、大豆、ソバ作業の受託を行っております。
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作業量は、資料の１１ページのほうに作業面積比較表で記載したとおりでございます。水稲作

業が中心ですが、一昨年、天候不順で委託が少なかった大豆、ソバ作業の作業量のほうが大幅に

ふえております。

３ページの正味財産増減計算書のほうをごらんください。農作業受委託収入は１，７５２万４，

３０６円でした。学校給食センターなどへの食材供給は売り上げの１０％を事務手数料として徴

収しており、集出荷事業収入として６５万４，９５３円の収入があり、受託調整手数料を含めた

事業収益の計は１，８２０万３，１３９円で、前年比約９０万円の減少となりましたが、修繕費

や租税公課費が削減できたので、経常費用のほうは１，４９６万２，８５５円、前年比約３５０

万の減でしたので、当期一般正味財産増減額は６００万９，２５６円の増となり、一般正味財産

期末残高は１，９４３万６，２０７円で、前年比５０４万５，８９６円の増加となりました。

来期は、１５年間勤務してくれました職員が退職しましたので、営業力が少し低下することを

危惧しておりますが、新規採用になった職員の作業熟練度を上げる努力をして、また作業受託の

ＰＲを強化して受託面積が減少しないように取り組んでいきたいと考えております。

最後ですけども、南部⋞伯耆地域振興株式会社の経営状況の報告をいたします。

とっとり花回廊の来客数は、繁忙期である４月から６月の３カ月間に来客数が１万３，０００

人の大幅な減少となり、特産センター野の花も売上高が大幅な減少となりました。

イルミネーションの期間には花回廊の屋台村に出店して頑張りましたが、５ページの売り上げ

集計表のとおり、前年対比９３．５％、約１３０万円の減の売り上げで今期を終了いたしました。

３ページの損益計算書をごらんください。売上総利益は８１４万１，６８５円と、対前年比約

４０万円の減となりましたが、販売費⋞一般管理費も１，４８１万５１３円、前年比で２２万円

の減となり、前期の純利益がマイナスの１３８万４，４５８円でしたところ、今期は純利益がマ

イナスの６２万５，８８４円と、利益の改善の兆しが見られました。

商工会の補助金及び食のみやこ鳥取県推進事業費補助金を活用した新メニューの開発、販売、

ふるさと納税返礼品への参入、冬のイルミネーション期間のメニューの見直しによる利益率の向

上が収支改善の要因となっていると思います。

来期は、さらに事業の充実、定着に努め、健全な経営に向けて努力をしたいと思っております。

以上、産業課所管の法人経営状況の報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第７号、法人の経営状況についてを終わります。

⋞ ⋞

日程第９ 議案第６５号 から 日程第２８ 議案第８４号
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○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第９、議案第６５号、平成２７年度南

部町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第２８、議案第８４号、平成２８年度南部

町病院事業会計補正予算（第１号）までを一括して説明を受けたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、日程第９、議案第６５号から日程第２

８、議案第８４号までの説明をお願いいたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

なお、説明されます担当者は、議案番号、議案項目を述べてから説明をしていただきますよう

によろしくお願いいたします。

総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。それでは、平成２７年度の一般会計歳入歳出決算に

ついて御説明いたします。

まず、資料を確認したいと思います。議案書、歳入歳出決算書、それからＡ３判の平成２７年

度決算資料であります。この３点で御説明いたします。

議案第６５号、平成２７年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町一般会計歳入歳出決算を別紙

監査委員の意見を付して議会の認定に付する。

決算書１０７ページ、実質収支に関する調書をお開きください。歳入総額７２億５７６万４，

８７３円、歳出総額６９億８，７９６万５，４５４円で、差し引き額は２億１，７７９万９，４

１９円。翌年度へ繰り越すべき財源の３，４２０万３，９３２円を差し引いた実質収支は、１億

８，３５９万５，４８７円となりました。

Ａ３判の決算資料をごらんください。１ページ、上段の表の中ほどをごらんください。先ほど

御説明いたしました平成２７年度実質収支額から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支額は

１，６４０万２，６４６円の黒字となり、当該単年度収支額に財政調整基金への積立額を加算し、

財政調整基金の取り崩し額を差し引いたものに繰り上げ償還額を加算して求めた実質単年度収支

額は、１億６，９７６万１，４５０円の黒字となりました。

次に、歳入の状況について御説明いたします。まず、決算書より不納欠損額と収入未済み額に

ついて御説明いたします。決算書の２ページをお開きください。

不納欠損ですが、町税が１８５万１，５１９円となっております。
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収入未済み額につきましては、町税が４，７６４万２，５５９円。分担金及び負担金６５０万

６，９６９円。３ページ、使用料及び手数料が５４３万７，１９７円で、合計５，９５８万６，

７２５円になっております。

続いて、Ａ３判決算資料、２ページをお開きください。歳入について御説明いたします。昨年

度と比較して、増減の主なものを御説明させていただきます。

まず、自主財源についてでございます。町税が前年比３３５万２，０００円減少し、９億４，

１６３万６，０００円となりました。この主な要因は、土地及び家屋の評価がえに伴うものでご

ざいます。

分担金及び負担金が１，１８２万９，０００円減少し、１億１，９６０万８，０００円となり

ました。主に平成２７年９月からの保育料第３子以降の無償化により、保育料の減であります。

使用料及び手数料が２２７万６，０００円増加し、３，２４８万３，０００円となりました。

これは主に若者向け住宅の建設による住宅使用料が増となったことが上げられます。

財産収入が１，３２９万２，０００円の増で、５，６９２万３，０００円です。これは町有地

の定期借地権としていた土地を売り払ったことが主な要因になっております。

繰入金が４，９３２万９，０００円の増で、５，９１０万８，０００円です。これは主にＣＡ

ＴＶの機器更新によるものであります。

諸収入は２１２万６，０００円減少し、１億１，７１０万４，０００円となりました。西伯小

学校芝生化のスポーツ振興センターくじ助成金の減が大きな要因となっております。

自主財源の構成比率は２２．６％と、前年度比２．４％高くなっております。

次に、依存財源でございます。地方消費税交付金が８，４７５万８，０００円の増で、１億９，

４８２万２，０００円となっております。これは消費税率の変更によるものです。

地方交付税が９０７万６，０００円の減で、３５億６，９３３万５，０００円となり、全体の

４９．５％を占めております。昨年度に比較しまして、占める割合が２．１％増加しました。額

で９０７万６，０００円の減ですが、歳入合計が４．６％減少したことによるパーセンテージの

変動要因があります。

国庫支出金は６，３９０万５，０００円減少し、５億６，９３２万７，０００円となりました。

要因としましては、平成２５年災害関連の公共土木施設災害復旧費国庫負担金、地方創生に関す

る地域活性化⋞地域住民等緊急支援交付金などの減が上げられます。

県支出金につきましては５，１７７万１，０００円の減で、６億４，９０２万２，０００円と

なっております。主なものとしては緊急雇用創出事業補助金がなくなり、２，９８６万５，００
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０円減となったこと、緑の産業再生プロジェクト事業、これはすみれ保育園の減ですが、１億３

６８万円減となったこと、衆議院議員選挙委託金６３３万８，０００円が減となったことなどが

上げられます。

町債につきましては４億１，１００万円の減で、主に合併特例事業債、これはすみれ保育園に

関するものが大きいですが、３億７，０８０万円の減少が大きなウエートを占めております。

依存財源の総額は、４億４，７０５万７，０００円減の５５億７，７８０万２，０００円で、

構成比率は７７．４％になり、歳入総額については３億４，４８３万７，０００円減の７２億５

７６万５，０００円となっております。

下段にそれぞれの財源に占める構成割合をグラフにしてお示ししております。地方交付税に大

きく頼っている財政構造が見てとれると思います。平成２７年度からは合併算定がえの特例措置

が終了し、段階的に減少してまいりますので、厳しい状況にあることがわかります。

４ページをお開きください。歳出の状況について御説明いたします。まず、目的別の歳出の状

況です。代表的なものを各款で示した費目ごとに御説明いたします。

総務費１億４，８６８万３，０００円の増で、１５億２，７１９万８，０００円です。ここで

は主に人件費が占めておりますが、増減について、まず増加したものとしてはＣＡＴＶ機器更新

事業７，２１５万３，０００円、コミュニティ助成事業、これは公民館の新築等ですが、１，０

２０万円などが上げられます。減少したものとしましては、公共施設整備基金の１億５，３５３

万２，０００円、緊急雇用の２，９８６万５，０００円などが上げられます。

次、民生費についてですが、減額の要因としましては、すみれ保育園新築事業６億８，１１２

万２，０００円が大きなウエートを占めております。

衛生費につきましては、水道統合事業の６，３９９万９，０００円の増が大きいものがありま

す。

農林水産業費につきましては、主な増加要因としてはレークサイドアリーナ改修事業、農業基

盤整備促進事業が上げられます。

商工費の増の主な要因としましては原工業団地再整備事業、これが９，５０２万４，０００円

と非常に大きなウエートを占めております。

次、土木費です。大きなものといたしましては西伯カントリーパーク駐車場整備事業、これが

１，７３２万３，０００円。

消防費につきましては、増加要因としましては防災拠点等への再生可能エネルギー等導入事業

２，７９２万７，０００円となっております。
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教育費につきましては、増の要因としましては法勝寺電車展示場整備事業、これが３，００７

万８，０００円。減の要因としましては西伯小学校芝生化事業、これの減額の１，６８８万６，

０００円があります。

災害復旧費につきましては、大きな減額要因としましては河川災害復旧事業６，３８２万５，

０００円があります。

公債費につきましては、ごらんのとおり学校教育施設等整備事業債、これが１，９４６万６，

０００円の減、減税補てん債１，７１０万１，０００円の減が上げられます。

下段にグラフをつけております。構成比では農林水産業費、商工費、消防費などが増加し、民

生費、災害復旧費などが減少しております。

６ページをお開きください。性質別の状況について御説明いたします。上段が義務的経費です。

人件費につきましては、事業費支弁人件費を含んだものを御説明いたしますので、７ページの中

段をごらんください。再掲と書いてあります。前年度に比較して２，９０７万９，０００円増加

しました。退職手当組合負担金１，１０７万１，０００円の増、特別職給与改定による３９３万

６，０００円の増などがあり、また議員共済組合負担金３８４万５，０００円の増、これは議員

さんに対します共済組合負担金のパーセントが５２．８％から６３．７％に上がったことが大き

な要因になっております。

６ページにお返りください。扶助費につきましては１，２８４万４，０００円増加し、９億８，

８４１万８，０００円になりました。増加の要因としましては、障がい者医療給付事業が大きな

ウエートを占めております。

義務的経費は、４，４６２万６，０００円増の２９億１８５万１，０００円で、歳出に占める

構成比は４１．５％になっております。

次に、投資的経費です。普通建設事業費４億１，５０７万５，０００円の大幅な減で、８億１，

７０３万３，０００円となっております。すみれ保育園新築事業６億８，１１２万２，０００円

の減、これが大きな理由になっております。

災害復旧事業は、１億７，５７０万１，０００円の減の７９５万３，０００円となりました。

平成２５年の災害復旧事業にめどがついたことによります。

投資的経費といたしましては、５億９，０７７万６，０００円減の８億２，４９８万６，００

０円となり、歳出に占める割合は１１．８％となっております。

次に、７ページ、その他の経費について御説明いたします。物件費１，２５８万６，０００円

増の８億４，０８７万６，０００円で、社会保障⋞税番号制度に伴うシステム開発７８９万１，
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０００円、子育て応援団ＰＲ事業委託（動画作成）３９６万２，０００円、小学校教育振興費、

これは教師用教科書、指導書等ですが、５９７万９，０００円等が要因となっております。

補助費等９，３１２万２，０００円の増で、１３億６，５６６万になりました。多面的機能支

払い交付金事業３，１４０万円、農地中間管理機構集積協力金交付事業２，５８７万４，０００

円などが上げられます。

積立金につきましては６，９１６万６，０００円の増で、２億６，３５８万円になりました。

主な要因は、財政調整基金が、平成２６年度の９０万８，０００円が、２７年度におきましては

１億５，０７４万２，０００円とし、差し引き１億４，９８３万４，０００円の増となったこと

が上げられます。

結果として、その他経費については２億３，１７７万２，０００円の増で、３２億６，１１２

万９，０００円となり、歳出に占める割合は４６．７％になっております。

下段にグラフをつけておりますので、御確認ください。普通建設事業費の減と物件費、補助費

の増がおわかりいただけると思います。

８ページをお開きください。財政調整基金は１億５，０７４万１，７９４円を積み立て、７億

４，３０３万９，４０７円、減債基金は１５億６，３２４万９，８６４円、その他特定目的基金

は１億１，０８８万２，９６０円を積み立て、５，７４５万９，７３４円を取り崩した結果、１

６億２，０３６万２，３３８円となり、合計では３９億２，６６５万１，６０９円となりました。

このほか定額運用、特別会計を加えた総合計は、昨年度より３億２，８９８万１２０円積み増

しし、５，７４５万９，７３４円を取り崩し、４０億４，９０５万１，６０９円となっておりま

す。

続いて、地方債です。平成２７年度におきましては、４億９，１６０万円発行いたしました。

合併特例債２億１，９２０万円、臨時財政対策債１億９，２７０万円などです。発行額について

は昨年度比４億１，１００万円減額しております。

元金償還額は７億９，０３９万９，０００円で、平成２７年度末起債残高は７０億６，３２７

万２，０００円と、昨年度と比較して２億９，８７９万９，０００円減少しました。

続いて、９ページ、財政状況の推移についてであります。まず、標準財政規模です。３段目の

表の右下をごらんください。４４億２，２３８万９，０００円となりました。昨年度に比して４，

６５８万円増加しております。標準財政規模は、自治体が標準的な行政サービスを提供する上で

必要となる一般財源の目安となる額で、その自治体の標準的な税収入額に普通交付税、臨財債発

行可能額を加えた額で算出され、一般的には大きいほうがよい指標でありますが、過去の建設事
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業による起債額が大きい場合などにおいても地方交付税が多くなることがありますので、注意が

必要になっております。

続いて、財政力指数です。先ほどの標準財政規模の下の欄に記載しております。これは自治体

の財政上の能力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して算出されます。この指

数は１に近いほど財政的に自主財源に富んでいると言えます。平成１９年度の０．２９２をピー

クに減少傾向でありましたが、平成２７年度については昨年度より若干ですが改善されまして、

０．２６４となっております。ですが、財政的に依存財源に頼っていることに変わりはありませ

ん。

１０ページをお開きください。町税の推移です。平成２６年度と比較して減少傾向となってお

ります。固定資産税の減は評価がえや新増築家屋の減少も要因となっております。また、平成１

７年度と平成２７年度を比較しますと、約５，０００万円税収が減少していることがわかります。

町民税におきましては、１５歳から６４歳までの生産年齢人口の減少が続いていることや、景気

の先行きの不透明感などがあり、今後の見通しは減少傾向にあると思われます。

１１ページをお開きください。地方交付税です。地方交付税は、自治体間の財源の不均衡を是

正し、標準的な水準の業務を行うために必要な一般財源を保障するため、国から交付されるもの

で、普通交付税と特別交付税の２種類があります。

まず、普通交付税ですが、２７年度は平成２６年４月１日から消費税が５％から８％に、この

うち地方消費税分が１．７％になったこと等により、７２１万円減少となりました。これが一つ

の要因と考えられ、この決算資料の２ページの歳入の状況に記載しておりますが、地方消費税交

付金は８，４７５万８，０００円の増となっております。

表の３段目の南部町のところをごらんください。平成２７年度３０億３０３万８，０００円と

なりました。平成２６年度までは合併から１０年間受けることができる合併算定がえの特例措置

の期間中でありましたので、有利な金額をいただいておりましたが、平成２７年度からは段階的

に一本算定となります。

ちなみに、平成２７年度においては４段目の一本算定時、これは本来の数値の金額と約３．５

億円との開きがあります。

特別交付税は、ほぼ前年度並みとなっております。交付税総額としては、臨財債を入れて合計

３７億９，５５８万２，０００円となりました。今後、より一層の歳出の削減に取り組む必要が

あります。以下にグラフ化をしております。

１２ページをお開きください。経常収支比率です。町税や地方交付税のように毎年経常的に収
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入される財源が人件費や扶助費、公債費などの経常的に支出される経費にどれだけ充てられてい

るかを示す指標で、この値が高いほど財政運営は硬直化していると言えるものです。平成２７年

度は、昨年に比べて１．１ポイント上昇し、８６．６となりました。引き続き減少に向けて取り

組みます。

続いて、１３ページをお開きください。一般会計歳出決算額の性質別の推移について御説明い

たします。平成１７年度からの推移を記載しております。

義務的経費においては、公債費は減少していますが、扶助費が伸びています。今後についても

扶助費の伸びは想定されるところであり、義務的経費の増加の要因となることが考えられます。

物件費、補助費等は、支出に占める割合は大きなものがあります。

普通建設、災害復旧事業については、そのときの状況により変動も大きいものがあります。特

に平成２７年度の特徴としては、平成２６年度におけるすみれ保育園の新築と、平成２５年７月

の豪雨による災害復旧の構成比が大きくなっていましたが、本年度は大きな事業がなかったため

に減少しまして、地方創生関連の事業、人口減少、少子高齢化に関連した事業の増加により補助

費等が増加しました。

続いて、１４ページをお開きください。公債費の推移です。公債費負担比率は、公債費充当一

般財源が一般財源総額に対し、どの提度の割合になっているかを示す指標であり、公債費がどの

程度一般財源の使途の自由度を制約しているかを見ることにより、財政構造の弾力性を判断する

指標です。これについては近年減少傾向にありました。平成２６年度は一時的に増となりました

が、平成２７年度は１６．４と、昨年度比０．６ポイントの減となりました。

次に、実質公債費比率です。公債費と標準財政規模からそれぞれ普通交付税の額の基準財政需

要額に算入された地方債の元利償還額を控除した後の公債費の標準財政規模に占める割合を示す

もので、一般会計のほか企業会計の公債費への一般会計繰出金、一部事務組合の公債費への負担

金、債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものを算入しております。過去３年間の比

率の平均が１８％を超えると地方債の発行には許可が必要になり、２５％を超えると一定の種類

の地方債の発行が認められなくなります。平成２７年度の３年度の平均は１０．１であり、昨年

度に比べて０．８ポイントの改善となっております。

次に、普通会計の地方債現在高の推移です。中ほどの表をごらんください。平成１８年度をピ

ークに年々減少していましたが、平成２６年度はすみれ保育園の移転⋞新築のため、起債発行額

が減少額を上回ったために増加しましたが、平成２７年度末においては７０億６，９９５万８，

０００円となっております。
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次に、１５ページをごらんください。地方債残高に対する基金残高と算入交付税の推移です。

左の白い棒グラフが起債残高で、右の棒グラフが基金残高と算入交付税を加えたものです。平成

２３年度より基金残高と算入交付税を加えたものが起債残高を上回るようになり、平成２７年度

末においては、２１億９，８７７万１，０００円上回りました。これは例えて言いますと、現時

点で町として精算しても残金が残る健全な状態となってることが上げられます。

次、一般会計歳出決算額（性質別）のうち人件費の推移です。合併当初におきましては１８８

人の職員数でしたが、平成２７年度においては１２２人と、ほぼ３分の２になっております。こ

れに伴い人件費も減少し、１４億７，２１６万８，０００円から１０億８，１９６万１，０００

円と、約７３％に縮減されているところであります。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議のほど、お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） お諮りします。ここで休憩をとりたいと思います。再開は２時４０分。

午後２時２５分休憩

午後２時４２分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

休憩前に引き続き、担当者の説明を求めます。

町民生活課長、山根修子君。

○町民生活課長（山根 修子君） 町民生活課長でございます。提案させていただきます。議案第

６６号、平成２７年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

詳細につきましては、歳入歳出決算書のほうで説明させていただきます。まず、１３１ページ

をごらんください。実質収支に関する調書でございます。国民健康保険事業特別会計の歳入総額

１５億８，７３３万４，６３３円、歳出総額が１５億５，９７０万１，６５２円、歳入歳出差し

引き額が２，７６３万２，９８１円。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんでしたので、実

質収支額２，７６３万２，９８１円となりました。

では、詳しくまず歳出のほうから説明させていただきますので、１２１ページをごらんくださ

い。歳出でございます。１款の総務費でございます。１項総務管理費、予算現額７２９万円に対

しまして、支出済み額が６７５万６，０１４円でございました。主なものといたしましては、国

民健康保険団体連合会の電算処理委託料の３２７万６５円でございました。
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それから、次の２項の徴税費でございます。徴税費といたしましては、主なものとして１目の

徴税総務費の委託料、これも国保連に支払っている電算処理委託料でございます。８５万５，３

６０円を支出しております。

次に、２款保険給付費でございます。保険給付費は、予算現額９億７，３３７万７，０００円

に対しまして、支出済み額９億５，３２５万９，５１７円でございました。

まず、１項の療養諸費でございます。国保の被保険者に対しまして医療給付を行う費用で、病

気やけがをなさったときに保険証を提示していただければ一部を負担していただき、診療を受け

ることができるように療養給付を行うものでございます。２７年度は８億４，７８６万５，５５

０円を支出しております。

次をページをめくっていただき、主なものでございますが、２項の高額療養費でございます。

予算現額１億５７２万１，０００円に対しまして、１億３８１万３，９６７円でございます。高

額療養費は、１カ月に支払われた医療費の本人負担が一定額を超えたときに支出されるもので、

２７年度の予算に対しまして１億３８１万３，９６７円を支出したものでございました。

次に、４項でございます。４項の出産育児諸費でございます。４項の出産育児諸費は、１目の

出産育児一時金につきましては、妊娠⋞出産は自己負担となるために一時金を支払うというもの

でございまして、１出産当たり４２万円を支払っております。２７年度は１２６万円の支出済み

額となっております。

次をめくっていただきまして、３款でございます。後期高齢者支援金等でございます。３款の

後期高齢者支援金は、自己負担のほかに保険料が１割、公費が５割、残りの４割を各医療保険の

７４歳までの被保険者が後期高齢者医療の支援金として負担をすることとなっております。２７

年度は１億４，７９３万７，９０６円の支出となりました。

続いて、５款でございます。５款の介護納付金でございますが、介護納付金は４０歳以上６５

歳未満の被保険者が負担するもので、２７年度は５，２５８万９，０５８円を負担しております。

次に、６款の共同事業拠出金でございます。これは国保連合会が行う共同事業の拠出金で、高

額医療費の発生による財政の急激な影響を緩和するもの、それですとか、保険財政の安定化を図

るために各市町村が拠出金を支出して調整を行っております。２７年度は３億８５１万２，３４

２円を支出しております。

続きまして、次のページでございます。７款保健事業費でございます。１項１目の特定健康診

査等事業費ですが、被保険者の生活習慣病を中心とした疾病予防と医療費の伸びを抑制すること

を目的に行う健康診査などの費用を支出しております。２７年度は７３２万５，５８８円でした。
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次、２項の保健事業費では、人間ドックの実施や健康カレンダーの作成、健康管理センターの

費用を支出しております。２７年度は１，４５３万３，５８２円でございました。

８款の諸支出金でございますが、主なものとしてはページをめくっていただきまして、１項で

ございます。償還金及び還付加算金のうち、前年度、２６年度の実績に基づいて負担金を精算し

て償還金として返しております。金額が５，７８７万３，６４０円でございました。

ほかに直営診療施設勘定繰出金として７４３万円を西伯病院へ繰り出しております。

主な歳出は以上でございまして、合計１５億５，９７０万１，６５２円となりました。

次に、歳入を説明させていただきますので、１１３ページをごらんください。歳入でございま

す。１款国民健康保険税でございます。予算現額２億２，３８０万９，０００円でございました。

調定額が２億８，７１８万７，１５９円に対しまして、収入済み額２億２，６１７万１，４４１

円、不納欠損額が５８１万２，８２２円、収入未済額が５，５２０万２，８９６円となっており

ます。

次に、３款の国庫支出金でございますが、予算現額２億４，６２２万９，０００円でございま

す。調定額２億２，５２９万５，７６７円に対しまして、同額を収入しております。

次にページをめくっていただきますと、主なものでございますが、１目の療養給付費等負担金

でございます。こちらの収入済み額が９，５３５万８，６１５円となっております。主に療養給

付費等負担金の現年度分として入ってきておりますものが７，８５３万１１６円でございました。

次に、４目の後期高齢者負担金でございますが、こちらは予算現額４，３８４万５，０００円

に対しまして、収入済み額４，３８４万４，３５２円となっております。

２項の国庫補助金でございます。１目財政調整交付金でございますが、こちらが予算現額１億

６９万９，０００円に対しまして、７，６５０万９，０００円入っております。このうち特別調

整交付金が１，６４３万２，０００円、普通調整交付金が６，００７万７，０００円となってお

ります。

次に、５款の前期高齢者交付金でございます。予算現額５億９，６８６万５，０００円に対し

まして、収入済み額５億９，６８６万５，７９７円でございました。

６款の県支出金でございます。予算現額４，８３４万７，０００円に対しまして、収入済み額

６，３９１万６，８００円となっております。主なものといたしましては、２項にございます財

政調整交付金でございます。特別調整交付金が２，８５４万３，０００円、普通調整交付金が２，

５７５万円入っております。

次に、７款の共同事業交付金でございますが、予算現額２億７，９３７万１，０００円に対し
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まして、２億８，５５３万４，９９５円の収入をしております。主に保険財政共同安定化事業の

交付金で、２億５，６８７万６，８７４円入っております。

１０款の繰入金でございます。予算現額が８，３８２万円に対しまして、８，２７８万６，８

１８円入っております。

１目の一般会計繰入金が、備考欄を見ていただきますと、出産育児一時金の繰入金、事務費繰

入金、基盤安定繰入金、財政安定支援事業繰入金、この４つを合わせまして８，２７８万６，８

１８円歳入を見ております。

２目の基金繰入金は行っておりません。

次に、１１９ページでございます。１１款の繰越金でございます。２，４２９万９，０００円

の予算現額に対しまして、前年度繰越金として２，４２９万９，２５０円を繰り越しております。

次に、１２款の諸収入でございますが、２項の雑入でございます。雑入のうち３目の一般被保

険者返納金というのがございます。こちらが４５万１，５２９円を入れております。これは診療

報酬の算定誤りですとか、資格の喪失後に国保を使用したときなどに返還金を受け取るものでご

ざいます。

以上で歳入合計といたしましては、予算現額１５億９，０８２万１，０００円に対しまして、

調定額１６億４，８３５万３５１円、収入済み額が１５億８，７３３万４，６３３円、不納欠損

５８１万２，８２２円、収入未済が５，５２０万２，８９６円となっております。国保会計は以

上でございます。

続きまして、議案６７号でございます。議案第６７号、平成２７年度南部町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

詳しいものを決算書で説明申し上げます。１４４ページをごらんください。後期高齢者医療特

別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億２，３３３万８，６５８円に対しま

して、歳出総額１億２，３０２万２，２１８円、歳入歳出差し引き額３１万６，４４０円。翌年

度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額３１万６，４４０円でございました。

では、歳出のほうから説明させていただきますので、１４０ページをごらんください。歳出で

す。１款の総務費でございます。予算現額１４３万１，０００円に対しまして、支出済み額１２

２万１，０７５円でございます。主に徴収費で１０１万３，４５５円支出しております。徴収事

務の費用でございます。
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次に、２款の分担金及び負担金でございます。予算現額１億１，８６１万円に対しまして、支

出済み額１億１，７１１万４，４７１円でございます。主なものといたしましては、１項１目の

広域連合分賦金でございます。これは徴収した保険料と事務費を後期高齢者医療広域連合に支出

するものでございまして、１億１，７１１万４，４７１円を支出しております。

次に、４款の保健事業費でございます。４８５万７，０００円の予算現額に対しまして、支出

済み額４５３万９，９７２円でございました。

１項１目の健康診査費でございます。被保険者の健診事業に支出したものでございまして、４

５３万９，９７２円を支出しております。

５款の予備費は歳出しておりません。

次めくっていただきまして、歳出総額でございます。予算現額１億２，５０９万９，０００円

に対しまして、支出済み額１億２，３０２万２，２１８円でございました。

次に、歳入を説明させていただきます。１３６ページをごらんください。歳入でございますが、

主なものを説明させていただきます。１款の後期高齢者医療保険料でございます。予算現額は７，

５５６万６，０００円でございました。調定額が７，４８３万３，８００円、収入済み額７，４

６７万７，８２０円、不納欠損額はございません。収入未済額として１５万５，９８０円となっ

ております。

次に、３款の繰入金でございます。これは一般会計からの繰入金でございます。予算現額４，

４５０万１，０００円に対しまして、収入済み額４，３７６万１，２３１円でございます。備考

のほうに書いておりますが、事務費の繰入金として８９７万７，３０６円、基盤安定繰入金とい

たしまして３，４７８万３，９２５円を入れております。

次に、５款の諸収入でございます。予算現額が４８０万９，０００円に対しまして、調定額４

６９万６，７４７円、収入済み額４６９万６，７４７円でございました。主なものは次のページ

にあります雑入でございます。これは後期高齢者健康診査の委託金でございまして、４４６万４，

８４７円を受け入れております。

歳入合計といたしまして、１億２，５０９万９，０００円の予算現額に対し、調定額１億２，

３４９万４，６３８円、収入済み額が１億２，３３３万８，６５８円、収入未済額１５万５，９

８０円でございました。

以上で後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の説明を終わらせていただきます。

続きまして、議案第６８号になります。議案第６８号、平成２７年度南部町墓苑事業特別会計

歳入歳出決算の認定について。
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地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

では、歳入歳出決算書をごらんください。まず、１５３ページをごらんください。墓苑事業特

別会計の実質収支に関する調書でございます。歳入総額１８６万７５５円に対し、歳出総額１８

６万７５５円、歳入歳出差し引き額ゼロ円です。翌年度へ繰り越すべき財源もありませんので、

実質収支額ゼロ円となっております。

では、１５１ページの歳出から説明させていただきます。まず、１款の総務費でございますが、

予算現額６５万３，０００円に対しまして、支出済み額６５万２５５円となっております。主に

１３節の委託料でございますが、６０万１，０５１円を支払っております。墓苑の環境整備の委

託料でございます。

２款の諸支出金でございます。１２１万１，０００円の予算現額に対し、支出済み額１２１万

５００円となっております。２３節の償還金利子及び割引料といたしまして１２１万５００円を

支払っておりますが、こちらが墓地の返還に伴って使用料を、未使用については使用料の９割を

返還するということになっておりまして、５件分を還付しております。

歳出合計といたしましては、予算現額が１８６万５，０００円に対し、支出済み額１８６万７

５５円でございました。

歳入は１４９ページをごらんください。１款の使用料及び手数料でございます。１項１目の墓

地使用料でございますが、こちらは墓地使用の新しい申し込みがございませんでしたので、歳入

がありませんでした。

次、２項１目の墓地手数料でございます。こちらは予算現額７２万３，０００円に対しまして、

調定額７２万４，０７０円、収入済み額７２万４，０７０円で、収入未済はありませんでした。

２款の繰入金でございます。先ほど説明いたしました歳入に対しまして歳出が多かったもので、

一般会計のほうから不足分を繰り入れております。繰入金が１１３万６，６８５円となっており

ます。

歳入合計が予算現額１８６万５，０００円に対し、調定額１８６万７５５円、収入済み額が１

８６万７５５円となっております。

以上でございます。よろしく御審議、お願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、伊藤真君。

○税務課長（伊藤 真君） 税務課長でございます。そうしますと、議案第６９号、平成２７年

度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について。
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地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

そうしますと、決算書の１６４ページをごらんください。実質収支に関する調書について説明

をさせていただきます。本会計の歳入総額は５３７万３２６円、歳出総額は２１５万２，５８８

円、歳入歳出差し引き額は３２１万７，７３８円。繰り越すべき財源はありませんので、実質収

支額３２１万７，７３８円となっております。

それでは、歳出から御説明いたしますので、１６２ページをごらんください。１款総務費でご

ざいます。総務費は、予算現額１１万２，０００円のところ、支出済み額は１０万６，９４８円

でございます。賃金が５万５，０００円、需用費が１万８，０００円、役務費で郵送料として３

万３，９４８円の支出となっております。

次に、２款公債費でございます。予算現額は２０４万８，０００円のところ、支出済み額は２

０４万５，６４０円でございます。これは住宅新築資金及び宅地取得資金の地方債の償還でござ

います。

歳出合計は、予算現額２１６万１，０００円のところ、２１５万２，５８８円となっておりま

す。

では、歳入を説明いたしますので、１５８ページをごらんください。１款県支出金、調定額が

８万円のところ、収入済み額８万円でございます。これは事務費の県補助金でございます。

続きまして、２款の繰入金はございませんでしたので、３款の諸収入でございます。これは貸

付金の元利収入で、現年分と滞納分を合わせまして予算現額１９５万円のところ、収入済み額が

４６１万５，８５２円でございました。収入未済み額については８，７５８万８，３４０円でご

ざいます。

なお、収入済み額のうち宅地取得資金で繰り上げ償還が１件ございました。また、住宅新築資

金で滞納分の完済が１件ございましたので、２件の返済が完了となっております。

続きまして、４款繰越金です。予算はありませんでしたけども、前年の繰越金として６７万４，

４７４円収入済み額として上がっております。

そうしますと、歳入合計は、予算現額２１６万１，０００円のところ、収入済み額として５３

７万３２６円ございました。

以上で説明を終わりますので、御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 上下水道課長、仲田磨理子君。

○上下水道課長（仲田磨理子君） 上下水道課長でございます。議案第７０号、平成２７年度南部
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町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の１７５ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳

入総額が２億３，９７０万９，７１１円、歳出総額２億３，９０４万８，９５２円、歳入歳出差

し引き額６６万７５９円。翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は６６万

７５９円です。そのうち基金の繰入額はございません。

それでは、大きな項目で御説明いたしますので、歳出から御説明いたします。１６７ページを

お願いいたします。歳出の決算書でございます。１款総務費、これは主に職員給与費、処理場な

どの維持管理費を支出している項目でございます。支出済み額７，２３０万８，１５６円、予算

に対する不用額は４３７万７，８４４円。

２款公債費、起債の償還元金、利子の償還でございます。支出済み額１億６，６７４万７９６

円、予算に対する不用額は２１万４，２０４円です。

予備費の支出はございません。

歳出合計といたしまして、支出済み額２億３，９０４万８，９５２円、予算に対する不用額は

４６１万２，０４８円となっております。

続きまして、前のページ、歳入についてでございます。１款分担金及び負担金、調定額３４１

万５，６１５円、収入済み額３５万２，０００円、収入未済額３０６万３，６１５円。

２款使用料及び手数料、調定額７，６０５万６，８１９円、収入済み額７，１２８万２，３６

１円、収入未済額４７７万４，４５８円。

３款繰入金、これは一般会計からの繰入金でございます。調定額１億９３３万９，３８０円、

収入済み額も同額でございます。

４款繰越金、これは前年度繰越金でございます。調定額１８３万５，９７０円、収入済み額も

同額でございます。

諸収入の収入はございません。

６款町債、今年度も資本費平準化債の借り入れを行っております。調定額５，６９０万、収入

済み額５，６９０万、同額でございます。

歳入合計といたしまして、調定額２億４，７５４万７，７８４円、収入済み額２億３，９７０

万９，７１１円、収入未済額７８３万８，０７３円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。
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続きまして、議案第７１号でございます。平成２７年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１８８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額５，

２９５万６，９５６円、歳出総額５，２４３万８６３円、歳入歳出差し引き額５２万６，０９３

円、翌年度に繰り越すべき財源はございません。実質収支額としては５２万６，０９３円、基金

の繰入額もございません。

それでは、歳出から御説明いたします。１７８ページをお願いいたします。１７８ページの大

きな項目で、決算書で御説明をいたします。１款総務費、この総務費は浄化槽の維持管理、設置

工事費が主な歳出でございます。支出済み額３，８８４万７，７３６円、不用額といたしまして

は５２２万９，２６４円。

２款公債費、起債の元金、利子の償還金でございます。支出済み額１，３５８万３，１２７円、

不用額といたしまして１万６，８７３円。

予備費の支出はございません。

歳出合計といたしまして、支出済み額５，２４３万８６３円、予算に対する不用額といたしま

して５２５万４，１３７円でございます。

続きまして、歳入でございます。前の１７６ページをお願いいたします。１款分担金及び負担

金、これは設置につきます負担金が主な歳入でございます。調定額２２１万５，０００円、収入

済み額１７６万円、収入未済額４５万５，０００円。

２款使用料及び手数料、調定額２，１３１万７，９４３円、収入済み額１，９９９万５，７４

３円、収入未済額１３２万２，２００円。

３款国庫支出金、これは浄化槽設置工事に対する国の補助金でございます。調定額３３８万４，

０００円、収入済み額３３８万４，０００円。

４款繰入金、これは一般会計からの繰入金でございます。調定額２，３６５万１，１１３円、

収入済み額も同額２，３６５万１，１１３円。

５款繰越金、これは前年度の繰越金でございます。調定額６６万６，１００円、収入済み額６

６万６，１００円。

諸収入の歳入はしておりません。

７款町債、これは浄化槽の設置工事に係る起債の借り入れでございます。調定額３５０万、収
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入済み額３５０万でございます。

歳入合計、調定額５，４７３万４，１５６円、収入済み額５，２９５万６，９５６円、収入未

済額１７７万７，２００円でございます。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第７２号でございます。平成２７年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてです。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の２０１ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額１億７，９１９万９，０９３円、歳出総額１億７，９０４万２，２８３円、歳入歳出差

し引き額１５万６，８１０円。翌年度に繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額１５

万６，８１０円。基金の繰入額もございません。

それでは、大きな項目、決算書ですが、歳出から御説明いたします。１９１ページをお願いい

たします。歳出でございます。１款総務費、これは主に職員給与費、施設の維持管理、それから

コンポストをつくっておりますみのりの費用の支出でございます。支出済み額６，３４５万３，

２７８円、予算に対する不用額といたしまして８７１万２，７２２円。

２款公債費、これは起債の元金、利息の償還額でございます。支出済み額１億１，５５８万９，

００５円、予算に対する不用額１２万４，９９５円。

３款予備費、予備費の支出はございません。

歳出合計が支出済み額１億７，９０４万２，２８３円、予算に対する不用額といたしまして８

８５万７，７１７円でございます。

続きまして、歳入でございます。前の１８９ページをお願いいたします。１款分担金及び負担

金、調定額２，４７９万３，７７１円、収入済み額１，７４４万２，３５０円、収入未済額７３

５万１，４２１円。

２款使用料及び手数料、調定額６，４７６万３，４３６円、収入済み額６，１４３万８，２８

１円、収入未済額３３２万５，１５５円。

３款繰入金、これは一般会計からの繰入金でございます。調定額６，５１４万４，４６１円、

収入済み額６，５１４万４，４６１円、同額でございます。

４款繰越金、これは前年度の繰越金です。調定額１６３万８，００１円、収入済み額も同額１

６３万８，００１円。
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５款諸収入、これはコンポストの費用の売上金でございます。調定額６３万６，０００円、収

入済み額６３万６，０００円。

６款町債、これは本年度も資本費平準化債の借り入れをしております。調定額３，２９０万、

収入済み額も同額３，２９０万。

歳入合計といたしまして、１億８，９８７万５，６６９円、収入済み額１億７，９１９万９，

０９３円、収入未済額１，０６７万６，５７６円でございます。

以上につきまして、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、大塚壮君。

○企画政策課長（大塚 壮君） 企画政策課長です。続きまして、議案第７３号、平成２７年度

南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

最初に２１０ページ、実質収支に関する調書をごらんください。歳入総額７，４５４万１，２

２４円、歳出総額７，４５０万８，８３４円、歳入歳出差し引き額３万２，３９０円。翌年度へ

繰り越すべき財源はございません。実質収支額については３万２，３９０円というふうになりま

す。

歳出について御説明を申し上げます。２０４ページをごらんください。１款総務費でございま

すが、支出済み額６，９４７万４，０３４円、不用額につきましては１万１，９６６円となりま

す。これにつきましては太陽光発電施設の維持管理経費でございます。そして、この中には基金

積立金として６，５４０万も含んでおります。

続きまして、２款公債費でございます。支出済み額３３８万６，８００円、不用額２００円と

なります。これは起債の償還金と住民公募債の利子配当金というふうになります。

３款諸支出金、支出済み額１６４万８，０００円、不用額はございません。これにつきまして

は一般会計の自然エネルギー補助金への繰出金でございます。

４款予備費につきましては、支出済み額ございません。したがって、不用額が２万円というふ

うになります。

歳出合計でございますけれども、支出済み額７，４５０万８，８３４円、不用額につきまして

は３万２，１６６円というふうになります。

前のページに返っていただきます。歳入について御説明いたします。１款財産収入については、

調定額、収入済み額ともゼロ円。
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それから、２款繰越金については、調定額、収入済み額とも３９万３，９８４円というふうに

なります。

３款諸収入につきましては、調定額、収入済み額とも７，４１４万７，２４０円となります。

これは売電収入というふうになります。

歳入合計いたしますと、調定額、収入済み額とも７，４５４万１，２２４円というふうになり

ます。

以上、御審議をよろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。

○総務課長（唯 清視君） 総務課長です。議案第７４号、平成２７年度鳥取県西部町村情報公

開⋞個人情報保護審査会特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度鳥取県西部町村情報公開⋞個人情報

保護審査会特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

決算書２１９ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入総額４７万１，９３

９円、歳出総額３万４，１６０円、歳入歳出差し引き額４３万７，７７９円で、翌年度に繰り越

すべき財源はありませんので、実質収支は４３万７，７７９円となります。

歳出を御説明いたします。２１７ページをお開きください。１款総務費、支出済み額が３万４，

１６０円で、報酬２名、２万４，０００円と通信運搬費１万１６０円です。

続きまして、歳入を御説明いたします。２１５ページをお開きください。１款諸収入、前幹事

町からの引き継ぎ金４７万１，９３９円です。調定額、収入済み額とも４７万１，９３９円です。

よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 上下水道課長、仲田磨理子君。

○上下水道課長（仲田磨理子君） 上下水道課長でございます。議案第７５号、平成２７年度南部

町水道事業会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２７年度南部町水道事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、別冊の平成２７年度南部町水道事業会計の決算報告書をごらんください。１ページ

から御説明いたします。１ページです。収益的収入及び支出の収入でございます。第１款水道事

業収益、営業収益、営業外収益を合わせまして、決算額２億３，００４万９７４円、予算に比べ

８２７万３，０２６円の減額となっております。

続きまして、２ページでございます。支出でございます。第１款水道事業費用、営業費用、営
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業外費用を合計いたしまして、決算額２億２，６７４万４，６７４円、地方公営企業法の規定に

よりまして繰り越す額が４９４万８，６４０円、これは営業費用のうち県の補償工事の工期延期

によりまして八金川の工事費を繰り越しております。予算に対する不用額といたしまして、６６

２万６８６円でございます。

続きまして、３ページでございます。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款資本的

収入、企業債、出資金、工事負担金、国県支出金を合計いたしまして、決算額１億８，０００万

５，７４３円でございます。予算に比べまして１７２万２５７円の減額でございます。ここには

統合事業によります町からの出資金を含んでおります。

続きまして、４ページをお願いいたします。支出でございます。第１款資本的支出、建設改良

費、企業債償還金を合計いたしまして、決算額２億６，３１１万８，１９２円でございます。予

算に対する不用額は、５８万３４０円となっております。その下に書いておりますが、資本的収

入額が資本的支出額に不足する額８，３１１万２，４４９円は、当年度損益勘定留保資金をもっ

て補填するものとするものでございます。

続きまして、５ページでございます。平成２７年度の南部町水道事業会計損益計算書でござい

ます。これは税抜きの額を載せております。１、営業収益、主なものは給水収益でございます。

右から２番目のところに合計を書いておりますけども、営業収益の合計は１億７，３７８万２，

８３６円。

２、営業費用、施設の維持管理費、減価償却費が主なものでございます。合計が１億８，４７

１万４，８７７円。その右側でございますが、この営業収益から営業費用を差し引いたものを営

業利益といたしまして、マイナスの１，０９３万２，０４１円となっております。

３、営業外収益、これは他会計補助金が主な現金収入でございます。合計が４，２５８万７，

２３１円。

４、営業外費用、これは企業債利息が主な支出でございます。合計が２，７５１万６，８９１

円。その右の一番下ですけども、営業外の利益といたしまして１，５０７万３４０円。

次のページでございます。この営業利益と営業外利益を差し引きいたしまして、今年度の経常

利益といたしまして４１３万８，２９９円となっております。

特別利益、特別損失ともございませんでしたので、当期の利益といたしましては４１３万８，

２９９円でございます。

７ページですが、その当期利益を足しまして、下の段ですが、平成２７年度南部町水道事業剰

余金処分計算書の一番右側でございます。未処分利益剰余金ですが、前年度の利益に今年度の利
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益を足しまして、１億３，５３８万２，１５４円のマイナスとなっております。

次の８ページでございます。平成２７年度南部町水道事業会計の貸借対照表でございます。３

月末の資産でございますが、まず資産の部です。１、固定資産。固定資産の合計は、そのページ

の右下に書いております２７億２５１万４７０円。

２の流動資産の合計ですが、次のページの右の一番上に書いております、１億５，７０２万５，

１６５円。

この固定資産と流動資産を合わせまして、資産の合計が２８億５，９５３万５，６３５円でご

ざいます。

負債の部です。３、固定負債。これは起債の残が主ですが、１１億３，５７１万４，０３０円。

４、流動負債、これも起債と未払金でございます。２億１，６９８万３，００１円。

５の繰り延べ収益、これは長期前受金でございます。繰り延べ収益の合計が次の１０ページで

ございます、８億８，９４５万４，２７８円。

この固定負債、流動負債、繰り延べ収益を合計いたしまして、負債の合計が２２億４，２１５

万１，３０９円でございます。

続きまして、資本の部です。６の資本金です。合計が５億５０１万３，３８３円でございます。

７の剰余金です。剰余金の合計が次のページの３段書いてる一番上でございますけども、１億

１，２３７万９４３円。

資本の合計が、この資本金と剰余金を合わせまして６億１，７３８万４，３２６円で、負債と

資本の合計が２８億５，９５３万５，６３５円となっております。

続きまして、１５ページをお願いいたします。平成２７年度の事業報告を載せております。

総括でございますが、水道事業は、町民の皆様の生活の基盤であり社会経済活動を維持するた

めに欠かせないものであることから、災害時にも安定的に水道水を供給できるライフラインとし

ての機能向上を図るため、簡易水道と上水道の統合の推進や水道施設の強化に取り組んできまし

た。

２７年度は、平成２４年度から計画いたしました水道統合事業の最終年度として、主に馬佐良

配水池の築造と馬佐良から落合浄水場への送水管の布設を行いました。工事の完成により新水源

からの送水で安定した水量が確保することができ、不測の事態にも対応することができる体制が

強化されました。平成２８年１月の寒波による水道管凍結時においても、町内各所で大規模な漏

水が発生したにもかかわらず、新水源からの送水を得て大きな断水事故の発生を防ぐことができ

ました。
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経営面では、近年の人口減少より、給水収益の増加が見込めない状況が続いておりますけども、

老朽化施設の増加により修繕費なども増加しておりますが、これからも水道料金の見直しや経費

の節減、事業の効率化を徹底し、経営の安定化⋞健全化を図ってまいりたいと考えております。

事業の状況でございますが、平成２７年度末の給水人口は１万１，１７４人で、前年度に比べ

１２８人の減少となりました。給水件数は４，０１９件で、前年度に比べ１８件の増加となって

おります。これは集合住宅が建ったのが影響があったと考えています。年間有収水量は１１６万

６，１４０立方メートルで、前年度に比べ１，５５３立方メートルの減少でございましたが、大

体前年並みではないかと考えております。有収率も８８．７％でございました。前年度と比較し

まして、０．１％の減少となっております。

続きまして、２２ページをお願いいたします。企業債の概要でございます。年度末現在高でご

ざいます。上水道事業の年度末現在高は、９億３，４６７万８，７９３円。簡易水道事業の現在

高は中ほどでございますけども、３億１０４万３，８１２円。合計いたしまして、一番下の欄で

ございますが、１２億３，５７２万２，６０５円でございます。近年の大きな借り入れもなく償

還をしておりますので、減少をしてきております。

次の下、２３ページでございます。平成２７年度キャッシュ⋞フロー計算書でございます。一

番下の段に平成２８年度３月末の資金期末残高を載せております。３月末の現金は、８，３１４

万５，９６５円となっております。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。議案第７６号、平成２７年度南部

町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定によりまして、平成２７年度南部町病院事業会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

そうしますと、２７年度南部町病院事業会計決算報告書１ページをごらんをいただきますよう

にお願い申し上げます。収益的収入及び支出の状況でございます。

第１款病院事業収益、決算額２４億３，７４０万１，０８４円。予算額に比べまして、決算額

の増減は１億６，１２８万１，９１６円の減額ということでございます。これは医業収益と医業

外収益を合計をしたものでございます。

次に、支出でございますが、第１款病院事業費用でございます。医業費用、医業外費用を合わ

せまして、決算額は２４億７，１７４万２，３７５円。予算額に対します不用額は、２，８８４
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万７，６２５円でございます。

次に、２ページをお願いをいたします。資本的収入及び支出の状況でございます。まず、収入

でございますが、第１款資本的収入は補助金と企業債を合わせまして、決算額６，９１５万６，

６１９円。予算に比べまして、決算額の増減は２６３万３８１円の減額でございます。

続きまして、資本的支出でございます。建設改良費、企業債償還金、貸付金を合わせまして、

決算額は２億７，５９３万６，６１８円。予算に対します不用額につきましては、４５２万５，

３８２円でございます。

資本的収入が資本的支出額に不足する額２億６７７万９，９９９円は、過年度分損益勘定留保

資金で補填するものとしてございます。

続きまして、３ページでございます。平成２７年度病院事業会計の損益計算書でございます。

この計算書は税抜きの金額を載せてございます。

１、医業収益でございますが、入院、外来、その他医業収益の合計は、１９億６，３８２万２，

０３８円。

２つ目の医業費用でございますけれども、給与費、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、

研究研修費の合計で２３億４，１１３万１，７４１円。

医業収益と医業費用の差し引きで、医業利益につきましては、３億７，７３０万９，７０３円

のマイナスということでございます。

医業利益に医業外収益と医業外費用の差し引きを合わせまして、平成２７年度の経常利益は３，

７１１万７，２１１円のマイナスでございました。

特別損失はございませんでしたので、平成２７年度純利益がマイナス３，７１１万７，２１１

円ということでございます。

次のページをごらんください。これは２７年度の病院事業欠損金処分計算書でございます。先

ほどの損益を加えまして、平成２７年度末残高１０億２，４０５万９，７５６円、これが繰越欠

損金となってございます。

続きまして、５ページをごらんをいただきたいというふうに思います。これは２８年３月３１

日現在のキャッシュ⋞フロー計算書でございます。２７年度末のキャッシュ⋞フローの計算書で

ございます。一番下の資金期末残高でございますが、５，６６０万５，２４７円となってござい

ます。

次のページをごらんをいただきたいというふうに思います。これは貸借対照表でございます。

資産の部ですが、１、固定資産の合計は３６億８，９６３万４，８０６円でございます。
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２つ目の流動資産は、合計４億４，２０４万５，２０２円でございます。

固定資産と流動資産を合わせまして、資産合計は４１億３，４５２万８円でございます。

次に、負債の部でございます。７ページをごらんください。４、固定負債は、企業債とリース

債務の合計で、３３億９，８６４万９，９７８円。

５の流動負債は、これは企業債、リース債務、未払金、賞与引当金、その他流動負債を合わせ

まして、４億１，５９１万１，２５２円でございます。

６、繰り延べ収益は、長期前受金と長期前受金収益化累計額の合計でございまして、３億４，

８６４万８，１８６円となってございます。

したがいまして、負債の合計は、固定負債、流動負債、繰り延べ収益を合わせまして、４１億

６，３２０万９，４１６円でございます。

次に、資本の部でございますけれども、７、資本金は、自己資本金、繰入資本金を合わせまし

て、合計６億４，８３１万４，１８５円でございます。

剰余金は、マイナス６億７，７００万３，５９３円となってございます。

資本の合計は、資本金、剰余金を合計をいたしまして、マイナス２，８６８万９，４０８円で、

負債と資本の合計は４１億３，４５２万８円というふうになってございます。

次に、１０ページをごらんをいただきたいというふうに思います。２７年度の病院事業の総括

を書いてございます。

医療を取り巻く環境は、高齢化の進展、医療施策の転換、少子化を要因とする人口減少と医療

需要の先細り感が否めない状況となってございます。

このような状況の中で、西伯病院では地域医療の確保に努め、一般科⋞精神科の両輪体制で幅

広く、また専門的に患者に対応できる体制を維持をしてまいりました。

また、平成２７年１１月からは、これまでの治す医療から治し⋞支える医療へより効果的に対

応できますように、地域包括ケア病床の導入に向け、データ提出や在宅復帰率のシミュレーショ

ンに取り組みました。今後も急性期医療から在宅医療を結ぶかなめの病床として位置づけ、地域

医療での役割を果たしてまいりたいと思ってございます。

患者数でございますけれども、入院患者は前年度に比較して５２人の微減でございましたが、

外来患者数は前年度比較３，６４０人の減少となりました。

収益的収支につきましては、先ほど数字の御説明をしてございますので、よろしくお願いしま

す。

なお、１１ページから１６ページの診療科別の状況あるいは収入、支出に関する詳細を掲載を
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してございますので、よろしくお願いします。

最後に、１７ページをお願いをしたいというふうに思います。企業債の状況でございます。年

度末現在高は、３６億３，０４４万５，２０８円でございます。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。

続きまして、議案第７７号、平成２７年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定で

ございます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２７年度南部町在宅生活支援事業会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算報告書の１ページをごらんをいただきたいと思います。収益的収入及び支出で

ございます。第１款在宅生活支援事業収益、決算額は３，４２３万４，８９１円でございます。

予算額に比べ、決算額の増減は３４８万１，８９１円の増額ということになってございます。こ

れは訪問看護収益とその他収益を合計したものでございます。

次に、支出でございますけれども、第１款在宅生活支援事業費用は訪問看護費用で、決算額は

３，００６万９，７５９円でございます。予算に対します不用額は、６８万２，２４１円でござ

います。

２ページをごらんをいただきたいと思います。これは損益計算書でございます。この計算書は

税抜きの金額を載せてございます。

１、訪問看護収益でございますが、居宅介護収益、訪問看護療養収益、その他収益の合計は、

３，４１８万７，６１４円でございます。

２つ目の訪問看護費用につきましては、給与費、材料費、経費の合計でございまして、２，９

９１万７，７２８円。

訪問看護収益と訪問看護費用の差し引きで、訪問看護利益につきましては４２６万９，８８６

円となってございます。

訪問看護利益にその他収益とその他費用の差し引きで、経常利益につきましては４１６万５，

１３２円。

特別損失はございません。

当年度の純利益は、したがいまして４１６万５，１３２円でございます。

次に、３ページをお願いをいたします。これは剰余金の計算書でございます。先ほどの純利益

を加えまして、平成２７年度末の残高１，６０３万３，７２８円、これが繰越利益剰余金となっ

てございます。
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続きまして、４ページをごらんください。キャッシュ⋞フローの計算書でございます。この計

算書は税抜きの金額を載せてございます。

訪問看護収益でございますけれども、居宅介護収益、訪問看護療養収益、その他収益の合計は

３，４１８万７，６１４円となってございます。平成……。失礼しました、キャッシュ⋞フロー

です。平成２７年度末のキャッシュ⋞フローにつきましては、年度末、２８年３月３１日現在で

資金残高につきましては、１，１１５万３，０３５円となってございます。

次に、５ページをお願いをしたいというふうに思います。これは貸借対照表でございます。資

産の部でございますけれども、固定資産はございません。

流動資産は、現金預金、未収金を合わせまして、１，７９７万７，８９９円でございます。

したがいまして、資産の合計は１，７９７万７，８９９円でございます。

次に、負債の部でございます。６ページをごらんをいただきたいというふうに思います。流動

負債のみで、未払金、賞与等引当金を合わせまして、１９４万４，１７１円でございます。

資本の部でございますが、資本金はございません。

剰余金のうち利益剰余金が１，６０３万３，７２８円でございますので、資本の合計は同額と

なってございます。

資本と負債の合計は、１，７９７万７，８９９円となっております。

次に、８ページをお開きをいただきたいというふうに思います。総括ということでございます。

支える医療が求められます中、訪問看護ステーションは在宅医療における中核的な役割を担っ

ています。

南部町訪問看護ステーションでは、西伯病院の患者様に限らず、地域の診療所、福祉施設、行

政と連携をいたしまして、患者が住みなれた地域でより長く暮らすことができますように看護の

支援を行ってございます。

年々利用者が増加をしております。今後は在宅生活を支えるためにより体制を強化し、充実す

ることが課題と認識をしてございます。

なお、業務量、収支に関する詳細につきましては、１１ページに記載をしておりますので、ご

らんをいただければというふうに思います。

以上、御審議よろしくお願いします。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 平成２７年度一般会計、特別会計及び事業会計について、決算審査の意

見書が提出されています。

審査の結果について仲田代表監査委員の報告を求めます。
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監査委員、仲田和男君。

○監査委員（仲田 和男君） 監査委員の仲田でございます。南部町の９月定例議会を迎えまして、

地方自治法第２３３条第２項に基づきまして、平成２７年度一般会計、特別会計及び事業会計の

決算の結果並びに監査意見について御報告いたします。

お手元の平成２７年度南部町一般会計、特別会計及び事業会計の決算審査意見書をごらんいた

だければというぐあいに思います。

はぐっていただいて、２ページでございます。審査の概要でございます。

審査の期間及び場所でございますけども、平成２８年７月１３日から８月１０日間、約一月間、

南部町の役場の監査委員室におきまして、細田監査委員と監査を実施したところでございます。

審査の対象といたしましては、そこに記載しております一般会計及び特別会計、事業会計並び

に財政健全化法による健全化判断比率及び算定基礎書類でございます。

はぐっていただいて、３ページでございます。審査の方法でございますけども、そこに１から

５に記載しております項目につきまして、重点的に予算執行がなされておるかということを慎重

に審査したところでございます。

審査を求めた部局、機関でございますけども、町長部局ほか６部署でございます。

審査の結果でございます。

１、審査計数の状況でございます。町長より提出された決算書に基づき、歳入歳出、関係諸帳

簿及び証拠書類を照合した結果、決算計数はいずれも符合して誤りのないものであることを認め

たところでございます。また、基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿及び証

拠書類と符合して誤りのないことであることを認めたところでございます。

はぐっていただいて、４ページでございます。一般会計、特別会計の概要でございます。概要

につきましては、それぞれの部署で詳細に説明されますので、私のところは概略について御説明

を申し上げます。

一般会計の決算額は、歳入が７２億５７６万５，０００円、歳出が６９億８，７９６万５，０

００円でございます。また、特別会計においては、歳入が２２億６，４７８万３，０００円、歳

出が２２億３，１８０万２，０００円でございます。

その下に各会計別の収支及びその伸び率を記載しておるところでございます。

中ほどでございます。一般会計と特別会計を合わせた平成２７年度の歳入総額は、９４億７，

０５４万９，０００円（対前年度比では３．２％の減）、歳出総額は９２億１，９７６万８，０

００円（対前年度比で３％の減）の財政規模でございます。
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その下には、歳入歳出の増額の主なものをそこに記載しておるところでございます。

はぐっていただきまして、５ページでございます。一般会計、特別会計の審査意見でございま

す。

１、一般会計の経常収支比率は、平成２７年度は８６．６％と、前年度と比較して１．１％伸

びて悪化しております。平成２０年度以降、おおむね改善傾向でございましたけれども、再び上

昇しております。経常的支出の削減は困難を伴うと想定されますけども、財政運営の柔軟性を確

保するとともに、経常収支比率８０％以下の目標を常に意識して改善に取り組んでいただきたい

と思います。

２番、一般会計の財政力指数は、平成１９年度の０．２９２をピークに低下しております。平

成２７年度は０．２６４と前年度と比べ若干ではありますが、改善をなされております。自主財

源の拡大には産業の活性化や人口増加等の施策が必要であり、決して容易ではありません。町財

政の健全性を高めるためにも組織的な課題として今後とも全力で改善に取り組んでいただきたい

と思います。

３番目、公債費負担比率は、平成２７年度は１６．４％であり、前年度に比較し０．６％改善

され、好ましい結果となっております。引き続き負担比率の低減に向け、努力をお願いいたしま

す。

４番、本年度、新たに積み立てられた基金は３億２，８９８万円、取り崩した基金は５，７４

６万円であります。平成２７年度末の基金残額は４０億４，９０５万２，０００円となっており

ます。これは合併以来最高の残額でございます。使途が定められた基金もありますが、基金の活

用については熟慮され、有効な施策の実施と健全な財政運営をお願いしたいところでございます。

５番目、地方債残高は前年度に増加したものの、平成２７年度では前年度に比べ、２億９，８

７９万９，０００円（前年度比４．１％）減の７０億６，３２７万２，０００円となっておりま

す。地方債残高の減少は実質公債費比率や公債費負担比率の改善につながるため、引き続き削減

に努力をお願いしたいと思います。

６番、公用車の管理は、現在各課でそれぞれ管理されておりますが、効率的な利用、事務の簡

素化、さらに経済性等を考慮して集中管理を検討をお願いしたいと思います。

７番、各協議会等が計画、予算計上されている中で、開催回数の少ない協議会が見受けられま

す。その趣旨、内容を見ますと、協議会からの意見集約を行い、政策、施策に反映するものであ

り、協議会の開催に努力をお願いいたします。

８番、近年、全国的に自然災害が発生し、大きな被害が出ており、住民の危機管理意識を高め、
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災害に備える必要があります。その中で消防団は、地域の防災活動の中心となる団体でございま

す。男性、女性にとらわれず団員の確保を図り、住民の危機管理意識の高揚を図ることを検討を

お願いいたします。

９番、子育て施策のうち子育て応援事業は、学び、相談、仲間づくりをテーマに事業を行い、

保護者から高く評価されております。これらの事業は継続あるいは拡充を検討をお願いしたいと

思います。

１０番、緑水湖周辺施設の利用者の減少が顕著でございます。今後の運営について危惧を抱か

ざるを得ません。町としても積極的にかかわり、早急な検討委員会等を立ち上げ、支援を検討を

お願いいたします。

３番、滞納に対する審査意見でございます。

滞納における収入未済額につきましては、一般会計及び特別会計で、そこに記載されている事

業で滞納が計上されておるところでございます。現年度⋞過年度の滞納総額は２億２，２８２万

６，０００円であり、前年度の２億３，１５５万１，０００円と比較して、８７２万５，０００

円減少しておるところでございます。

過年度分の徴収率は、そこに記述しております事業で、いずれも１０％を下回る低い徴収率で

終わっております。税等の公平性の確保の観点から、過年度分の徴収率改善についても最大限の

努力をお願いいたします。

３番、昨年に続き、本年度も７６６万４，０００円の不納欠損処理を行っております。本来は

南部町の歳入となるべき収入の減少であり、好ましいことではございません。その執行に際して

は、未収金管理、滞納整理など、徴収事務全般について各課が連携することにより、不納欠損額

の低減をお願いいたします。

３番、財政健全化判断比率でございます。町長より提出された基礎書類に基づき、健全化判断

比率及び資金不足比率について審査を行いました。

１番の健全化指標に対する監査意見でございます。

１、実質赤字比率について。平成２７年度の実質赤字比率は、実質収支が黒字であるため、算

定されておりません。

２番につきましても同様でございます。

３番、実質公債費比率について。平成２７年度の実質公債費比率は１０．１％となっており、

早期健全化基準の２５．０％と比較すると、これを下回っております。また、平成２６年度と比

較すると、０．８％の改善がなされております。
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４番、将来負担比率について、７ページをお願いします。平成２７年度の将来負担比率は２４．

７％となっており、早期健全化基準の３５０．０％と比較すると、大きくこれを下回っておりま

す。また、平成２６年度と比較すると、１３．１％の減少となっております。

５番、資金不足比率について。そこに記述している事業全体とも資金不足額は計上されており

ません。

それぞれの指標について、早期健全化基準内であることを確認したところでございます。今後

においても、公営企業の事業経営の安定化を図りつつ、人口減による税収の減少や交付税の減少

に対応できる財政とするため、引き続き財源確保や事業の効率化、経費節減などの計画的な財政

運営に取り組んでいただきたいと思います。

４番、水道事業会計。（１）水道事業会計の概要でございます。収支決算では、４１３万８，

０００円の純利益が計上されております。

総収益は平成２７年度２億１，６３７万円、総費用では平成２７年度２億１，２２３万２，０

００円でございます。これの差し引き４１３万８，０００円の純利益が計上されております。そ

の下には主なものを記述しておるところでございます。

２番、水道事業会計の審査意見。

有収率は８８．７％で、昨年度の８８．８％に比較し、０．１％の減となっております。目標

である９０％以上に向け、今後も漏水等の不明水解消に努められたい。また、布設管や施設の老

朽化も見られることから、長期的視野に立った計画的な改修を検討をお願いいたします。

２番、未収金は現年度分２２３万９，０００円、過年度分１，２１５万７，０００円でござい

ます。前年度に比べ、現年度分の徴収率は改善されておりますが、過年度分の徴収率が低下して

いることが懸念されるところでございます。徴収率の改善により一層努められるとともに、亡く

なられたりしてどうしても徴収できない人などの未収金に対しての不納欠損ルールも検討をお願

いしたいところでございます。

３、水道統合事業により、新水源地から安定した水量を確保でき、さらに事故等の不測の事態

にも対応できる体制が強化され、今季、冬季１月の水道管凍結事故の防止が図られました。この

ように事業統合の効果や水道の管理手法等を町民に理解してもらえるように検討をお願いいたし

ます。

５番、病院事業会計でございます。平成２７年度は３，７１１万７，０００円の純損失となっ

ております。

総収益は平成２７年度２４億２，６８７万６，０００円、総費用は２４億６，３９９万３，０
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００円で、３，７１１万７，０００円の損失が発生しておるところでございます。

２番目の病院事業会計の審査意見でございます。

１、病院経営の基幹となる医業収益が平成２６年度の１９億６，２６４万１，０００円に対し、

平成２７年度は１９億６，３８２万２，０００円となり、若干増加しております。医業費用は、

平成２６年度の２３億２，５０８万２，０００円に対し、平成２７年度は２３億４，１１３万２，

０００円と増加しております。医業利益を改善するために、固定的となっている医業費用に対し

て、いかに医業収益の増加を図っていくか検討をお願いしたいところでございます。

２番、前年度に比べ、入院患者数は５２人の減の６万２，５１６人、外来患者数は３，６４０

人減の５万９，４７９人と、入院、外来とも減少しております。特に外来患者数の減少が著しい

ところでございます。入院患者の減少は医業収益に大きく影響し、また外来患者の減少は受診者

の範囲を狭めることにつながりかねず、早急な対策が必要であります。

３番、在宅復帰⋞在宅医療において、町内診療所、近隣病院との病診連携、病病連携を強化さ

れ、また役割分担を明確にするとともに、行政を巻き込んだ地域包括ケアシステムの構築に一層

尽力をお願いいたします。

４番、医療制度改革は２年に１回実施されますので、それに積極的に対応するためにも病院改

革プランの早期策定を実施して将来推計を行い、目標を立てて経営方針と照らし合わせながら、

さらなる経営の強化と安定を図られたいと思います。

６番、在宅生活支援事業会計でございます。概要。収支決算では、４１６万５，０００円の利

益が計上されております。

総収益は３，４１９万４，０００円、総費用は３，００２万９，０００円でございます。その

結果が、４１６万５，０００円の利益が計上されておるところでございます。

さらに、患者数では居宅介護が１，４５５人、訪問看護療養が２，０７６人で、全体としては

３，５３１人でございます。

審査意見でございます。

居宅介護、訪問看護とも患者数が増加しております。今後とも患者数の変化や患者のニーズに

対応できる弾力的な運営を検討され、事業的にも収支的にも安定した事業となるようにお願いい

たします。

２番、医療支援を目的とする本事業が、住みなれた地域での生活を望む住民に安心を提供でき

る意味は大きいところでございます。今後とも訪問看護⋞訪問介護の需要はますます増加すると

考えられることから、西伯病院や他の地域医療機関の医療をバックに安心感を伴った生活支援を

－５０－



提供する事業としての地位を確立、お願いいたしたいと思います。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 監査報告を終わります。

⋞ ⋞

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。本日の会議は、会議規則第２５条第２項の規定によ

り、これで延会したいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会することに決定い

たしました。

また、明日９日の会議に議事を継続いたしますので、定刻より引き続き議案審査を行う予定で

ありますので、御参集をよろしくお願いいたします。どうも長時間、御苦労さんでした。

午後４時２１分延会

－５１－
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